




















































抑制され.組織学的にも証明された。また， Mg補給によるCsA誘発腎糸時休漉過量の{丘卜.の抑制は， Mg 
が腎血管の収縮を抑制することによる可能性が示唆されたc
本研究はラット慢性CsA腎毒件.モデルにおいてMg欠乏の意義について検討し， Mgの欠乏はCsAによる
腎間質の線維化と腎糸球体議過量の低下の病凶に深く関与している事を証明し，慢性Csi¥腎毒性の先航機
序の解明に寄与したと評価される。よって本論文は博 I~の学院(医学)を授与されるに値すると考えられ
る。
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